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『 人に添うということ（パートⅡ）』 

理事 野間 俊司 (鴻江病院)

 

新年も明け、幾分か経ちましたが、皆様方におかれましてはいかがお過ごしですか？ 
さて今回は、以前参加した勉強会での事例発表に関わる事をお話したいと思います。 
演者は、臨床経験が1年未満のキリスト教系の施設に入職した女性の理学療法士でした。彼女の勤務先であ

る施設の入所児は、親の顔も知らず、麻薬やシンナーなど薬物中毒の親から出生した子どもだったり、未成年

がトイレで生んでそのまま捨てた子どもとか、いわゆる不遇な境遇のもと、どこかに障害を持って生まれた子

ども達が入所している施設で、発表は、その施設にいる２歳超の脳性まひ児（男）の症例発表でした。 
その児は２歳を超えているにもかかわらず、どんなにアプローチをしても、首も据わらず、座位も取れず、

発語も「アー・ウー」としか言わず、ウルトラマンにしか興味を示さない子どもだったそうです。また、彼女

はその施設で雇われた初めての理学療法士で、結果を出す事を求められていたのですが、半年の間、自分の知

りえる限りのアプローチを行ったにも関わらず状態に全く変化が無く、どこが問題なのか教えてほしいという

主旨の発表でした。余談ですが、この勉強会は、大学病院等に勤務する著名な理学療法士も多数出席し、この

時もこの子どものアプローチに対して、理学療法士としてこの手技をやったらとか多様な意見が飛び交ったの

ですが、私の意見は周囲の先生方の意見と違いました。しかし、彼女は私の意見に一理あると思い、３ヶ月間

それを行ったそうです。そうすると今までどんな訓練にも反応が見られなかったのが、首も座り、座位も見守

りで取れるようになり、ハイハイでの移動も少しなら可能になったそうです。 
 
そこでですが、私は彼女に「何をしたら？」とアドバイスしたと思いますか？ 

それは、ただ一言。「抱きしめてあげなさい」というアドバイスでした。ある意味、理学療法士として「抱き

しめる」というのは、訓練と言わないのかもしれません。当然のように私の意見に対しても先輩理学療法士か

らそんなのは訓練ではないとか、専門的でないとかいろんな意見がでました。しかし、実際には回復が見られ

たのです。子どもは生まれながら成長する力を持っています。改善が見られた理由はいろいろあると思います

が、この行為が子どもの成長を促す事につながった事には違いありません。 
その子どもにとって必要だった事は訓練ではなかったのです。その子は、生まれてこのかた、その子を取り

巻く環境の中で「愛情」というものを知らずに育ちました。そこで彼女は、寮母さんから「○○君ばっかりひ

いきして」と愚痴を言われながらも、訓練中もその子を背負い、あるいは抱き、時間の許す限り子どもに触れ、

できうる限りの「愛情」を注いだ事で、本来子どもが持つ能力が呼び覚まされ発育が促されたのでしょう。 
理学療法士として「人に添うということ」は、単に訓練を通して「隣にいる」事だけではありません。 

その人の事を想い、苦しみや悩み、哀しみ、望みなど自分の事として考える事です。 
他人の位置に自分を置き、自分の位置に他人を置くことで、その人の気持ちを察する事です。 
例えば「いわし」を食べたいと思っている人にフレンチ料理を勧めても、その人にとっては「いわし」の方

がおいしいでしょう。周囲が「フレンチ料理の方がおいしいのに・・・。」と思ってもその人にとっては違う

のです。私は、様々な原因で意思疎通が出来ない人に対し、この方が「いわし」を食べたいと思っておられる

とすれば、「いわし」を与えているだろうか？フレンチ料理の方がおいしいからと独善的に考え、それを勧め

ていないだろうか？と自問自答するようにしています。 
 
可能な限り、その人の立場に可能な限り立って考える。 

それが「人に添うということ」につながると思いますが、あなたは、人に寄り添えてますか？ 
 



平成23年度 第2回拡大理事会議事録（要約） 

日時：平成23年11月２日(水)19：00～20：15 

場所：熊本総合医療リハビリテ－ション学院 

出席者： 

(理事)北里･大島･前田･坂崎･大脇･川上･田島･ 

   野津原･野間･筒井･増田 

(監事)寺川･中島 

(部長・委員長) 

山本(総務部)･岸本(調査資料部)･佐藤(広報部)･草

野(宣伝部)･岩下(IT 事業部)･今屋(学術部)･前田(教

育部)･岩田(学術事業部)･星澤(生涯学習部)･西(福

祉部)･保田(事業部)･溝田(規約審議委員会)･山下

(表彰審査委員会)･大籠(法人事業審議委員会)･奥村

(選挙管理委員会)･溝上(糖尿病小委員会) 

(事務局員)坂本 

(事務職員)石黒･前田 

欠席者： 

(理事)飯星･三宮･光本 

(相談役)森重 

(部長・委員長) 

福島(庶務部)･久米野(財務部)･藤原(厚生部)･江藤

(保険部)･市原(小児領域小委員会)･前本(呼吸領域

小委員会)･西村(スポーツ領域小委員会) 

書記：田中･藤本 

   (介護老人保健施設おとなの学校本校) 

      

１ ． 報 告 事 項  

１）平成 23 年度上半期事業報告 【各部・委員会】 

◇総務部  (山本)  

上半期：文書関係、会議の準備、議事録の作成など 

次年度：遅くとも11月の中旬まで報告書の提出 

◇庶務部  (坂崎) 

上半期：名簿の作成 

下半期：同様、事務局の整理 

次年度：会員管理 

◇財務部  (坂崎) 

上半期：会費の管理、各部の事業費収入管理をする。 

下半期：決算・交通費の申請は3/11までに報告する。 

研修会参加領収書発行は開催日の２週間前までに連

絡する。弁当は概ね500円以内。 

◇調査資料部  (岸本) 

上半期：熊本PTの需要と供給の動向について、公文

書を発行し調査票を回収。11月に調査を終える。 

下半期：２月の熊本県PT学会のアンケート調査。 

次年度：PT協会会員を対象に動向調査行う。 

◇渉外部  (坂崎) 

上半期：障がい者の差別をなくすための条例やねん

りんピックに協力した。熊本城マラソンの準備。 

下半期：熊本城マラソン協力。賛助会員懇談会開催。 

◇広報部  (佐藤) 

上半期：かくどけい97号～99号配布。 

下半期：100号～102号発行予定。100号記念誌発行。 

次年度：CD‐Rか冊子かなど検討する。 

◇宣伝部  (草野) 

上半期：入会案内、PT週間のポスター掲示、PR活動

でパンフレット配布、健康フェスティバルユニフォ

ームの貸し出し。 

下半期：熊本健康フェスタ参加、パンフレット配布。 

次年度：一般向けの事業もPR活動できたらいい。 

◇IT事業部  (岩下) 

上半期：４月から新ホームページを作成。アクセス

件数分析 

次年度：一般向けの掲示の企画を検討、ホームペー

ジ更新状況確認、アクセス件数等の分析 

◇学術部  (今屋) 

上半期： PT講習会、第１回学術研修会終了 

下半期：第２回、第３回(1/29)も開催予定 

次年度：理学療法士講習会(応用編)、学術研修会３

回、PT講習会開催予定 

◇教育部  (前田) 

上半期：６月管理者教育カリキュラム 

７月コミュニケーションスキル研修会 

８月第２回管理者教育カリキュラム 

卒後教育研修会～各ブロック地区で研修会スタート 

下半期：10月第３回管理者教育カリキュラム、臨床

実習指導者研修会、12月第４回管理者教育カリキュ

ラム、１月臨床実習教育研修会予定。 

卒後教育研修会12月で終了予定。 



◇学術事業部  (岩田) 

上半期：８月は公開講座を行う40名参加 

下半期：書籍の購入、研究予定受付を行う 

２月書籍の貸し出し事業予定 

◇生涯学習部  (星澤) 

上半期：第１･２回新人研修会終了 

下半期：10月第３回新人研修会終了  

11月第４回新人研修会開催 

次年度：日本協会の方針にて事業内容変更 

①年次テーマごとの受講 入会３年で新人教育プロ

グラムを終了してほしい。 

②講師について、理事・役員に講師をお願いしたい。 

症例検討Ⅱは日本理学療法士協会から発表しなくて

も単位を取って良いとの話しがある。 

◇福祉部  (西) 

上半期：８月｢障害を持つ子供たちの理解｣というテ

ーマで介護教室を開催。９月福祉研修会｢地域リハに

おける理学療法の展開｣開催。 

下半期：２月｢介護保険領域の企業展開｣講義予定 

次年度：介護教室は８月予定。９月福祉研修会は、

熊本県民交流館にて｢命の授業｣というテーマで講義

予定。介護保険領域における研修会(２月)も検討中。 

◇事業部  (保田) 

上半期：７月ピタッと健康講座 ９月介護支援専門

員講座が終了 

下半期：グランドゴルフは11/12へ延期。 

◇規約審議委員会  (溝田) 

上半期：委員会の引き継ぎと申し送り 

◇表彰審査委員会  (山下) 

上半期：平成22年度のりんどう賞の表彰、医療功労

者のリストアップ、日本理学療法士協会の協会賞の

リストアップ 

下半期：新入会会員の表彰に関するデータの収集と

２年に１度の全会員の表彰に関するデータの収集。 

新入会会員の入力環境が整っていないためかくどけ

い等により入力を促す。 

平成23年度のりんどう賞をリストアップする。 

次年度：表彰に関する対象者のリストアップ、新入

会会員の表彰に関するデータの入力を行う。 

◇法人事業審議委員会  (大籠) 

上半期：３回会議開催 

下半期：11/28に４回目 １月・３月も開催予定 

次年度：開催時期を代議員総会、全国士長会議に合

わせて行う予定 

◇選挙管理委員会  (奥村) 

下半期：来年の３月総会での役員選挙の準備を行う。 

次年度：日本理学療法士協会の代理員の選挙を行う

予定。公益法人の変更に伴う選挙規約の見直し。 

(前田) 

公益法人の申請は新定款の提出が必要であり、新法

人では理事名簿を提出しなければならない。今のや

り方でよいのか、選挙をするべきなのかどうかを早

急に確認する。例年では11月のかくどけいで選挙の

案内をしている。 

◇糖尿病小委員会  (溝上) 

上半期：各保健所での活動として糖尿病と運動につ

いて話した。 

下半期：10月糖尿病ウォークラリーが行われ、その

際データ収集を行った。 

10月代謝領域の現職者講習会・理学療法士講習会(基

本編)開催。 

平成23年度糖尿病小委員会研修会は２月５日｢糖尿

病～合併症の闘い～｣についての講義予定である。 

次年度：PTで糖尿病療養指導士を取得している人が

少ない。資格を取っても続かないのはなぜか。11月

小委員会で話し合う。 

 

２）その他 

(大島) 

教育部からスーパーバイザーの手引きを発刊してい

る。各施設へ配送済み。 

 

(前田教育部長） 

11月27日九州ブロック臨床実習研修会の参加は現在

76名予定である。100名程の予定であり期間に余裕が

あるためホームページに31日で締め切りになってい

るが直接電話での問い合わせにて受付可能という事

を広報する予定である。 

 

(前田) 

公益事業として視野を広げると医療関係全域にな

る。 



公益法人をとると基本的には年に１回の総会で済

む。 

拡大理事会で次年度の計画をどう進めていくかが大

事。これは執行役員の権限が非常に大きくなる。 

詳細な情報を流す。部長と局付けの理事・副会長・

事務局長とのすり合わせを入念に行わないと進めな

くなっていく。局付け理事にはある程度詳細な情報

を言う。下で決まっていてそれを公表されても理事

会で認められないこともあるかもしれないため。 

 

(坂崎) 

12月第１水曜に部長会議にて次年度事業計画の概要

を確認し、日程の調整等が入ってくる。 

11月中旬までには次年度の事業計画を挙げる。 

12月14日の理事会にて内容を検討予定。 

 

(会長) 

・進捗状況を見ながら目処がついたらブロック訪問

を実施したい。 

・再来年度から県協会の組織形態変更予定。 

・現在各部局の編成 

・分野別小委員会及び理学療法士協会の専門部会の

関係について 

以上の４点を検討している。 

来年の第１回の総会で大方の概要を説明し、組織の

変更を行うための承認を頂きたい。 

ブロック訪問では楽天カードの作成などがまだ滞っ

ているため声かけなどを行う。 

 

以上、閉会。 

 

平成23年度 第9回理事会議事録(要約) 

日時：平成23年11月２日(水)20：25～21：55 

場所：熊本総合医療リハビリテ－ション学院 

出席者： 

(理事)北里･大島･前田･坂崎･大脇･川上･田島･ 

   野津原･野間･筒井･増田 

(監事)寺川･中島 

(事務局員)山本･坂本 

(事務職員)石黒･前田 

欠席者：  

(理事)飯星･三宮･光本 

(相談役)森重 

(事務局員)福島･久米野 

書記：田中･藤本 

   (介護老人保健施設おとなの学校本校) 

      

[その他報告事項] 

１）平成23年度上半期事業監査報告 

            【寺川監事・中島監事】 

平成23年10月28日に事業監査・会計監査を実施した。

指導事項①事業に対し、緊急時にも対応できる備え

を期待する。②理事会協議事項に関して、事前に内

容を確認しておいて欲しい。③下半期の事業におい

て、理事は公益法人制度との整合性のある事業が施

行されるよう指導に努めて頂きたい。④速やかに事

業報告がなされるよう指導して頂きたい。⑤広報誌

がCDへと変更になり会員への情報提供への達成度が

低下した印象があるので、協会ホームページと合わ

せその対応について協議して頂きたい。 

 

２）特別委員会報告 

◇公益法人対策特別委員会 

(前田)10月20日木曜日21時44分申請終了。 

12月・1月修正、2月審議会等を経て4月認定予定。 

◇情報共有推進化特別委員会 

(筒井)ホームページの修正・追加項目を検討。 

11月1日より開発スケジュール稼働。 

◇訪問リハ対策特別委員会 

(大脇)11月30日に訪問リハの研修協議会が開催。 

今年も排痰吸引の研修会を開催予定。 

◇渉外活動推進特別委員会 

(坂崎)ねんりんピック無事終了。 

熊本城マラソンについて検討予定。 

◇組織検討特別委員会 

(会長)10月20日に第5回開催。次回は11月21日に組織

図について検討予定。 

 

３）平成23年度研修会等の変更について 

○第３回学術研修会                 【学術部】 

【変更後】 

  講 師：高草木薫氏 



     (旭川医科大学 脳機能医工学研究センター 

      教授)※講師所属名称の訂正 

 テーマ：｢セラピストのための脳・神経科学｣                ２）第30回協会賞受賞候補者の推薦について 

 

４）学術部の研修会ビデオ撮影について 

                【教育学術局】 

 研修会時に原則、ビデオ撮影を継続して行う。 

(会長)後の協議事項で検討。 

 

５）ねんりんピックについて 

          【渉外活動推進特別委員会】 

 平成23年10月16日(日)・17日(月)に開催。 

北里会長他11名参加。 

 

６）ホームページ情報公開について 【前田副会長】 

 県庁医療政策課津田様より電話あり。 

 協会ＨＰ情報公開にて収支予算書が公開されてい

るが、内部書類の扱いであるため貸借対照表か正

味財産上限表が望ましいとのこと。会長・専務理

事に報告のうえ、ＨＰ修正済。 

 

７)その他 

(筒井)10月23日に理学療法基礎研修会開催。 

 

２．協 議 事 項    

１)学会記録誌の発行停止について【学会評議員会】 

 学会評議員会では、２年毎に学会記録誌を作成し

ている。昨年度はＣＤによる発行を行ったが、内容

的に学会抄録誌と変わらないものであった。よって、

今後の発行を停止することを提案したい。 

(大島)冊子を記録として残す必要があったため、2年

に1度作成していた。学会での質疑を載せ記録として

残していこうというのが目的である。 

(坂崎)国会図書館に登録することを１つのキーワー

ドにしてレベルアップを図っていくために、記録を

残しておいた方がいいのではないか。 

(会長)現在の形で、抄録誌をまた集めたような形で

学会記録誌を作成することを、今後は取り止めにす

る。(全員賛成) 

(田島)来年度の予算組のためにも事前に決定しても

らわなければならない。 

(会長)これは発行を停止することで決定する。 

 

                  【事務局】 

(会長)今年度は該当なしで推薦なし。 

 

３）テーピング講習会の広報について 

           【スポーツ領域小委員会】 

 テーピング講習会に際しての広報が懸念される。

 理事会で検討いただきたい。 

(会長)対象を絞って広報方法は検討する。時間がな

ければ野津原理事と三役で対応する。 

 

４）研修会、その他の広報方法について【大脇理事】 

 公益法人化を推進するにあたり、研修会や公開講

座の対象がＰＴ・ＯＴ・ＳＴ・その他の医療職種と

なる機会が増えている。今後協会として広報のあり

方について、各部単位任せの方法ではなく協会とし

て一貫した広報戦略を考察すべきだと考える。 

(会長)組織検討委員会で、広報の戦略として活動で

きる機構を検討している。 

(田島)広報活動をまとめて研修会に応じて広報する

と効率よくできる。予算立ての時に、広報を引き受

けて窓口として行ってくれるとあらゆる展開の時に

柔軟に対応できるのではないかと思う。 

(会長)将来的なビジョンをもって何のために事業を

するのか、どのようなものを発信していくか。組織

検討委員会では広報部門に、外向けと内向けの広報

を作っていければと考えている。広報もしくは組織

戦略等に意見をいただきたい。 

(坂崎)宣伝部のノウハウを提示してもらいたい。 

 

５）学術部の研修会ビデオ撮影及び管理について 

                【教育学術局】 

 ①保管方法について 

 ：台帳管理は学術事業部に依頼、保管場所は協会

事務所でよろしいか。 

 ②撮影に関する同意書(案)について 

 ③研修会を開催する他の部も検討が必要。 

(会長)台帳管理は学術部が管理する。保管場所は協

会事務所で行う。 



(前田)前回と今回の同意書を掲示して今後の理事会

で会議をしたがよいのではないか。 

(会長)同意書の条件として、前回は、貸出が出来る

ことを前提にしていたが、今回は、不特定多数には

見せないことを前提としている。③に関しては、学

術部だけではなくて他部も同様である。②③に関し

ては、次回どうするか決めたい。 

 

６）阿蘇圏域内脳卒中地域連携クリティカルパス推

進事業に伴う職能団体への研修支援について 

                 【北里会長】 

(会長)熊本県医師会からの話。該当する研修会に行

く方が申請すると少し費用の助成がある。菊阿地区

の地区長には私から説明をしたい。 

 

７）連携学会におけるシンポジストの選出について 

  (第８回理事会継続審議)    【野間理事】 

(野間)平成24年3月20日に行われ、「地域包括ケアの

中での訪問リハについて」がテーマとなっている。

協会の代表として12月末までに話す内容を出してほ

しい。地域包括ケアについて話してもらえばと思う。 

(会長)訪問リハ特別委員会でどなたかの選定をあた

ってほしい。 

 

８）熊本城マラソン対応について【坂崎専務理事】 

(坂崎)提案をもって行きたいので、何人動けるのか

を確認したい。段取りを検討頂けたらと思う。 

(会長)スポーツ小委員会としてどんなことがやれる

のか、やりたいのかを出してほしい。必要な機材や

対象者の保険に関しても検討してほしい。 

 

９）その他 

(前田)理学療法士協会というのぼりや事業に絡めて

対応できるセットなどを準備することが今後の活動

の中で重要と感じた。また、国会図書館に向けての

動きをどのように進めていくかを決めていかないと

棚上げになるのではないかと思った。 

(会長)ボランティアセットについては旗を作る。 

必要物品は野間理事と前田副会長がピックアップを

する。 

公益事業に絡めて将来的に考えて、学術誌を国会図

書館に登録することや広報戦略に関して意見を考え

てほしい。 

(増田)今後、組織の再検討を考えていく時に協議を

して議決をしていく運営委員会などをつくってはど

うかと思う。組織検討委員会に提案したい。 

(会長)了解。 

以上、閉会。 

 

★次回理事会：平成23年12月14日(水) 

 第10回理事会(12/14)書記調整：三宮理事 

 第３回拡大理事会・第11回理事会( 1/11) 

 書記調整：前田副会長 

 

平成23年度 第10回理事会議事録（要約） 

日時：平成23年12月14日(水)19:00～22:30 

場所：熊本総合医療リハビリテ－ション学院 

出席者： 

(理事)北里･大島･前田･坂崎･飯星･川上･三宮･ 

   田島･筒井･野間･増田･光本 

(監事)中島 (事務局員)坂本 (事務職員)石黒･前田 

欠席者： 

(理事)大脇･野津原 (監事)寺川 (相談役)森重 

(事務局員)山本･福島･久米野 

書記：西･吉坂(熊本機能病院) 

 

[その他報告事項] 

１)特別委員会報告 

◇公益法人対策特別委員会 

(前田)12/13 に県庁にて、文言修正や表記方法に関す

る指導を受けた。年内に資料を作成し、年明けには

県に再提出、２月の審議会に間に合わせたい。 

◇情報共有推進化特別委員会 

(筒井)特になし 

◇訪問リハ対策特別委員会 

(大島)訪問リハ研修協議会の排痰研修会が2/5に決

定。訪問リハ対策特別委員会について来年度も活動

を継続すべく検討していただきたい。 

◇渉外活動推進特別委員会 

(坂崎)熊本城マラソンについて市役所の実行委員会

へ確認し、ボランティア保険には加入可能。来週、F

AXにてボランティアを再募集する予定。 



(会長)協力できる会員を募集。また、理事の中から

熊本城マラソン支援の責任者を選出したい。 

◇組織検討特別委員会 

(会長)政策企画室(仮称)を設置することを検討。12/

19の会議にて委員会や部局の編成をすすめる。 

 

２)平成 23 年度研修会等の変更について 

○県民スポーツ大会         【事業部】 

【変更後】期日：平成 23 年 11 月 12 日(土) 

     会場：富合中学校 

○第３回学術研修会         【学術部】 

【変更後】場所：熊本保健科学大学 

○臨床実習教育研修会        【教育部】 

【変更後】テーマ： 

｢悩んでいませんか？臨床実習教育の進め方！『臨

床実習の課題と対応～Supervision を考える～』｣ 

○糖尿病小委員会研修会   【糖尿病小委員会】 

【変更後】期日：平成 24 年２月５日(日) 

     場所：熊本リハビリテーション病院 

     テーマ：｢糖尿病～合併症との闘い～｣ 

○第１回小児勉強会    【小児領域小委員会】 

【変更後】講師：藤本茂雄、浪本正晴 

○第２回小児勉強会    【小児領域小委員会】 

【変更後】期日：平成 24 年２月５日(日) 

     講師：増岡鮎美、松本浩二 

○第２回テーピング講習会【スポーツ領域小委員会】 

【変更後】期日：平成 24 年２月 26 日(日) 

 

２．協 議 事 項 

１)平成 24 年度事業計画(案)・予算(案)について 

                   【事務局】 

・概要 

(坂崎)公益事業について、公益事業１(広く県民に対

しての事業)では『ＰＴあ!(ピタ)』っと健康講座等、

公益事業２(客体的公益事業)は講師派遣等、公益事

業３(会員・医療関係職種を対象とした事業)は、県

学会を開催事業等になる。 

・公益法人対策特別委員会について 

(会長)公益法人化が達成されるかどうかが問題であ

り、達成されなければ来年も継続した重点事業とな

る。法人取得後政策企画室への移行をスムーズにす

るためにも１年間継続する。 

・情報共有推進化特別委員会について 

(会長)IT 事業部に機能をもたせるか検討が必要。管

理運営のみでなく、戦略的な広報が重要なため、次

回の組織検討委員会で検討。 

・訪問リハ対策特別委員会について 

(会長)その活動は継続する必要があるが、どのよう

な形で行うか委員会の中で検討してほしい。 

・渉外活動推進特別委員会について 

(坂崎)ねんりんピックなどの活動を通じ問題点が把

握できたため、来年度は特別委員会を継続しては。 

(会長)政令指定都市となる熊本市との交渉を行うこ

とを前面に出すためにも、特別委員会を継続する。 

(理事)承認。 

・組織検討特別委員会について 

(会長)組織検討特別委員会については、来年度の途

中で承諾をいただくまでは継続する必要がある。 

・ブロック訪問について 

(田島)全国協会の組織や活動が大きく変動している

ので、情報提示が必要。 

(坂崎)組織検討の１つにブロックの再編がある。 

(会長)組織検討特別委員会の活動の中でブロック訪

問を行う。全国・県協会の動向についてもブロック

訪問で説明し意見を聞く。組織検討特別委員会の活

動内容にブロック訪問を組み込む。 

・新人発表会について 

(会長)生涯学習に関して、新人発表会は廃止となる。

形としては残しても良いが、義務としない。 

・小児領域小委員会の事業について 

(筒井) 小児患者対応施設を増やす支援を検討中。 

(会長)小児へ理学療法を提供できる体制が整ってい

ない。公共性の立場から推進していく。広報の方法

や予算も検討してほしい。 

・かくどけいについて 

(会長)閲覧状況が低い。広報部からは、各施設に一

部ずつ冊子を配布する案と、今年度と同様案があが

っている。 

(前田)もう１年くらい検討しても良いのでは。 

(田島)大半を優先して HP だけとするのはどうか。 

(会長)２案に加えて発送はしないという案のいずれ

が良いか。多数決をとる (7/10 名)。郵送はしない方



向で決定し、HP を閲覧する方法を広報部と IT 事業部

にて検討。一定期間のアナウンスを通して、システ

ムを変更する。関連団体への発送は継続する。 

・総会について 

(会長)開催回数は来年も２回で予定。 

・内部障害に対する理学療法研修会について 

(筒井)次年度の講師を千住氏･大重氏･原口氏に依頼。 

・次年度予算案の確認 

(坂崎)総収入は 28,461,000 円となる。予測では 300

万円程度の赤字。周年事業積立金を取り崩し、10 周

年目の健康講座と法人祝賀会に当てる。また、事務

局にパート職員を加える予定。 

 

２)平成 24 年秋の叙勲及び褒章候補者推薦について 

                   【事務局】 

 (会長)該当者なし、今回は推薦者なし。 

 

３)保険部部長の交代について      【保険部】 

(光本)江藤部長が体調不良。暫定的に光本が部長を

兼務すると部会で決定。 

(会長)理事の兼務は望ましく無い。早期に後任の決

定を。難しければ事務局付け理事による推薦を。 

 

４)平成 23 年度賛助会員懇談会日程調整について 

                   【渉外部】 

(会長)多数決結果、1月 27 日開催に決定。 

  

５)平成 24 年度『ＰＴあ!(ピタ)』っと健康講座の 

  講師について           【事業部】 

 次年度の『ＰＴあ!(ピタ)』っと健康講座について

講師料を、2名で 35 万程見込んでいる。 

(会長)事業部が交渉している。最終確定にはなって

いない。理事会としてはこの額で承認。 

 

６)会員メールアドレスの周知について 【ブロック】 

(飯星)会員メールアドレスをブロック長・地区長へ

周知いただけないか。 

(会長)協会が総てを把握していないのでできない。 

 

７)県南ブロック学会開催について   【ブロック】

(飯星)平成26年度熊本県理学療法士学会は県南ブロ

ック担当であるが、八代ブロックとの合同開催はで

きないか。八代ブロック長の了解は得られている。 

(会長)学会評議員会で承認がでれば良い。 

 

８)渉外セットについて       【前田副会長】 

(前田)ねんりんピックに参加。筆記具やパンフレッ

ト・パネルなどを事前に準備したほうがよい。購入

すべきものがあれば、次年度予算に組み込み対応し

て、今後の活動に活かしたい。 

(全員)承認。 

 

９)学術部の研修会ビデオ撮影及び管理について 

   【教育学術局】 

(会長)講師に撮影を同意して頂いた場合は撮影し、

事務局で保管、視聴することに関しては許可する。 

 

10)連携学会におけるシンポジストの選出について 

                 【野間理事】 

(大島)診療報酬の改定ポイントを分かっている人、

今後の需要展開ができる人を中心に交渉したい。 

 

11)熊本城マラソン対応について【坂崎専務理事】 

(坂崎)ボランティアを 15 名ほど募る予定。 

 

12)その他 

・九州ブロック学術担当者・臨床実習担当者会議に

ついて 

(会長)当該会議では決定件がないので、再度、士会

長会議に意見を述べないといけない。熊本県の意見

は同時開催でよいか？ 

(全員)承認。 

 

・障がいのあるひともないひとも共に生きる街づく

り条例について 

(会長)条例説明会がある。都合のつく方は参加頂き

たい。 

 

・会費未納者について 

(坂崎)各施設で声かけをお願いしたい。 

 

以上 閉会 



  

 
 
 

意義な研修会でした。ご参加いただいた皆様、ありがと

うございました。 
学 術 部    部長 今屋 将美 

新年あけましておめでとうございます。本年も学術部

を宜しくお願い致します。新年早々気持ちも新たに目標

や抱負を掲げられた方も多いかと思います。今年も学術

部は会員皆様に質の高い研修会の企画・運営を行ってい

く所存です。今後も学術部の活動にどうぞご期待下さい。 

それでは、現在までに開催された研修会報告をいたし

ます。 

 

【終了報告】 

○第2回学術研修会 

期 日：平成23年11月5日～6日（土、日） 
 

テーマ：｢臨床で活用できる呼吸理学療法・最新の理 

論と技術｣ 

講 師：堀江淳先生（神戸国際大学理学療法学科） 

会 場：九州中央リハビリテーション学院 

対 象：医療関係職種 

受講者：36名（会員34名、会員外2名） 

 

所 感：第2回の学術研修会は、神戸国際大学リハビ

リテーション学部の堀江淳先生をお招きして、「呼吸理学

療法・最新の理論と技術」と題し2日間に渡り開催され

ました。 

初日は、講義形式で、呼吸理学療法に必要な解剖生理、

血液ガスのデータのみかた、スパイロメーターの活用法

やデータの解釈に関し、わかり易く解説していただきま

した。 

（担当：九州中央リハビリテーション学院 石原靖之） 

 

 

○第3回学術研修会 2 日目は、フィジカルアセスメント、リスク管理の重

要性や実際の評価（触診やシャトルウォーキングテスト

など）と呼吸理学療法（排痰法や呼吸介助など）のポイ

ントに関し、実技を交え丁寧にご教授くださいました。

その他、実際に処方されている気管支拡張薬の情報、在

宅酸素療法、人工呼吸器の基礎知識、痰の吸引に関する

ことなど、呼吸療法認定士の受験を考えている方に必要

な多くの事項も詳細に解説していただきました。 

期 日：平成24年1月29日（日曜） 

テーマ：「セラピストのための脳・神経科学」 

講 師：高草木薫先生（旭川医科大学 脳機能医工学

研究センター 教授） 

会 場：熊本保健科学大学 

対 象：医療関係職種 

 定 員：120名 

 ※詳細は次号にてご報告致します。 研修会を通し、呼吸理学療法を科学的に捉え、客観的

な指標をもとに、情報を収集していくとともに、対象者

の方々や他職種の方々に情報を発信していくことの重要

性を痛感しました。参加者の方からも、呼吸理学療法の

基礎から再学習することができ、エビデンスに基づいた

治療の必要性を改めて感じましたという感想も聞かれ、

改めてより良い理学療法とは何かを考える機会となる有 

 

【終わりに】 

 平成24年度も目玉企画を準備中です。県士会HPを定

期的にご覧頂き、研修会スケジュールをチェックされて

ください。 

 

  



 

※ご不明な点は… 

kpta.lld@gmail.com  にて受け付けています。  

お気軽にどうぞ！ 

 

 

＜2011年10月24日＞ 
生涯学習部    部長 星澤 厚志 平成 24 年度事業計画(案)および予算(案)を事務局に提

出 

※変わります!!生涯学習システム！ ＜2011年11月2日＞ 

次年度より、生涯学習システムが大幅に変更となること

が決定しました。大まかな変更内容は下記の通りです。 

拡大理事会出席。平成22年度上半期報告と今後の予定に

ついて報告。 

・新人プログラム修了単位数の変更（18 単位から 15 単

位へ） 

＜2011年11月25日＞ 

事務局長より平成24年度予算(案)の修正案提示。了承で

回答。 ・新人プログラムは、必須項目5項目と選択項目を受講

することで修了できる。 ＜2011年12月2日＞ 

・選択項目に関しては、各県士会に一存する。 部長会議所用にて欠席 

・生涯学習手帳の廃止（ホームページ上での管理に一元

化） 

 

本年度上半期および現在まで当委員会に諮問された

事案はないため委員会開催等はありませんが、公益社団

取得後の本会諸規定の見直しが予測されることから、必

要に応じて対応してきたいと思います。 

・修了年度の変更（3年から1年へ） 

現在、大幅なシステム変更に関して検討を行っていると

ころです。書面ではなかなか上手く伝わりませんので、3

月の総会時および5月に説明会を予定しております。詳

細はそちらでご確認ください。 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

今後の福祉部の活動について報告します。 

来る平成24年2月4日（土）に、介護保険領域における

研修会を、「介護保険領域における起業や展開について」

というテーマで、九州中央リハビリテーション学院にお

いて開催します。 

講師は、全国在宅リハビリテーションを考える会 理事

長でもあられる、「（株）誠和医科学 塩中 雅博 先

生」です。起業され、全国的に最前線で展開されている

塩中先生に、医療・介護保険制度改定前の情報や、どん

な戦略や展開を図られているのか、などをお話しいただ

けたらと思っています。 

 現時点の情報では、訪問リハビリや通所リハビリに関

係する部分での見直しや改定が行われそうです。 

 今後の私たちのリハビリテーションにおける展開や展

望についてぜひ皆様と一緒に考える機会になればと思っ

ていますので、多くの会員の皆様方や各施設の関係者の

方々のぜひ多くのご参加をお待ちしています。 

 

 

 

 

 

今回の活動内容について報告させていただきます。 

 

 

渉 外 部    部長 坂崎 浩一 

熊本市介護認定審査会審査員調整 

 平成24年度から、市域拡大にともない熊本市介護認定

審査会合議体も増えることとなった。当会からも8名（現

7名） の審査委員を推薦した。 
福 祉 部    部長 木原 伸一 

 

熊本城マラソン支援について 

 平成24年2月19日開催の第1回熊本城マラソンにつ

いてボランティア参加をすることになった。二の丸公園

横の催し物広場にテントを設営し、マラソン終了後のラ

ンナーに対しアイスマッサージ等を行う予定である。 

 

熊日スミセイさわやか介護セミナー 講師派遣調整 

 光本理事 他4名 

 

熊本県立あしきた青少年の家 主催 社会教育指導者・野

外教育指導者自主ゼミ事業 講師派遣調整 

 

 

 

 

 

学術事業部    部長 岩田 輝彦 

明けましておめでとうございます。本年もよろしくお

願い致します。  

学術書籍の貸し出し事業について 

平成24年2月19日に開催されます熊本県理学療法士

学会にて学術書籍の貸し出しを行います。この事業はよ

り多くの会員の皆様にこの事業を利用して頂くと共に、

貸し出し事業の周知を目的に行っています。学会にご参

加の際は是非ご利用をお待ちしております。  

規約審議委員会 委員長 溝田 康司    

mailto:kpta.lld@gmail.com


 

 

 

新年あけましておめでとうございます。 

教育部部長の前田です。  

昨年は、大変お世話になりました。1月をもちまして、

教育部の今年度研修会事業が終了いたします。これも一

重に皆様方のご協力のおかげです。心よりお礼申し上げ

ます。2012 年も教育部一同、頑張ってまいりますので、

ご理解とご協力の程よろしくお願い致します。 

では、各班の報告です。  

◎卒後教育班：各ブロック・地区では随時卒後教育研修

会（初級編・中級編）が開催されております。12月には

ほとんどの卒後教育研修会（ブロック・地区開催分）が

終了しました。運営いただきました、各ブロック長・地

区長、運営スタッフの皆様、研修会に参加いただきまし

た皆様、ありがとうございました。卒後教育班では、各

ブロック・地区の皆様に、よりスムーズに研修会を開催・

受講していただけるよう、開催担当の皆様と連絡を取り

合っております。お忙しいとは存じますが、次年度も引

き続き積極的にご参加いただきますようよろしくお願い

致します。ご意見・ご要望がありましたら、今後の参考

にいたしますので、ぜひ協会ホームページのお問い合わ

せフォーム、もしくは下記E-Mailアドレスへお寄せ下さ

い。 

最後に、毎年教育部卒後教育班主催で行っております

「卒後教育研修会（コミュニケーションスキル研修会）」

は臨床経験を摘む毎に違った学び（理解）になるように

と、3 年で一回りするように考えて、作ってあります。

以前参加した方も、新たな発見や気付きを得る事が出来

ると思います。ぜひご参加いただきますようお願い致し

ます。 

◎臨床実習教育班：「熊本県版スーパーバイザーの手引

き」はもうお読みいただきましたか？各施設1部の配布

ですが、協会ホームページ

（http://www.kumamoto-pt.org/）より.pdfにてダウンロ

ードできますので、ぜひご一読いただき、臨床実習教育

の参考にしていただければと思っております。ご意見も

どしどしお寄せ下さい。皆様の力で、この手引きを育て

ていただければと思います。 

また、平成24年1月22日（日）に行いました、平成

23年度臨床実習教育研修会につきまして、多数のご参加

を頂きましてありがとうございました。昨年、一昨年同

様、星城大学の大川裕行先生をお迎えして、スーパービ

ジョンを中心に臨床・養成校双方の視点で臨床実習教育

のあり方についてお話いただきました。大川先生には熊

本県版スーパーバイサーの手引き作成にもアドバイスを

頂き、今回の研修会でも一部使用していただきました。

いかがでしたでしょうか？次年度も、2 回の研修会を予

定し、そのうち1回は基礎編として「新人教育プログラ

ム」の必須研修として行い、もう一つはトピックス編と

して、旬な講師を招き、より現場に即した、また参加で

きるようなコンテンツで皆様をお待ちしております。数

多くのご参加を心より待ち致しております。 

教 育 部    部長 前田 英児 

◎管理･運営教育班：12月15日（木）～16日（金）に管

理者教育カリキュラム（第1ステージ）最終クールが開

催されました。QC手法を用いて問題解決と対策立案を講

義と実践を交えて、15日午後から16日終日の1日半じ

っくりと学んでいただきました。終了後「喜びの貯金箱」

というゲームを行い、グループ内でのコミュニケーショ

ンや洞察力の重要性を体験していただきました。終講式

では北里会長よりお一人お一人に修了証が授与され、19

名の第2期生が管理者教育カリキュラムを終了しました。

ご協力いただきました関係者の皆様、お忙しい中受講し

ていただいた皆様に心から感謝いたします。今後も良い

学びを提供できるように運営してまいります。また、第

2 ステージの計画も徐々に進行し始めております。ぜひ

受講したいという項目等ございましたら、どしどしご意

見下さい。 

☆もう覚えていただけましたか？教育部のビジョン

は... 

 現状における臨床実習教育の課題を抽出し、標準的

指導指針を模索する。そのテキストとして、日本理

学療法士協会発行の臨床実習の手引き（第5版）を

用い、養成校、臨床実習施設の共通目標を確認する。 

 理学療法士としての専門的知識や技術の重要性も

さることながら、卒前教育の限界と卒後教育での課

題と思われる、基礎的な項目の習得の一助となる教

育システムの構築を行う。 

 上記内容を把握し、人材（財）育成、組織的管理の

できる管理者を育成し、理学療法士の職域拡大や就

労後の教育レベルの向上を図る。 

 

教育部に対する、ご意見・ご要望等ございまし 

たら、私（前田） rptmaeda@yahoo.co.jp まで 

ご連絡下さい。 

 

 

 

  

 

保 険 部    部長 江藤 隆夫 

新年あけましておめでとうございます。 

今年は診療報酬・介護報酬ダブル改正の年となってお

ります。詳細については2月中旬以降示されるものと思

われます。情報が入り次第出来るだけ早急に対応してい

きたいと考えております。 

またH24年度の事業としましては例年通り2回の研修

会と電話FAXでの問い合わせ、保険関係CDの配布等を行

って参ります。 

本年もどうぞよろしくお願い申し上げます。 

http://www.kumamoto-pt.org/
mailto:%E7%A7%81%E5%89%8D%E7%94%B0rptmaeda@yahoo.co.jp
mailto:rptmaeda@yahoo.co.jp
http://www.kumamoto-pt.org/


 
 
 

ユニホームの貸し出し 
表彰審査委員会 委員長 山下 智弘 

Ｈ23年12月5日・6日   第２回学術研修会 

Ｈ23年12月12日   事業部：県民健康スポーツ大会 

新年明けましておめでとうございます。 

 早いもので、『平成23年度協会会員表彰』の候補者推

薦の時期になりました。協会表彰規定により、『りんどう

賞』：本会の活動において、著しく貢献したと認められる

者（協会としては比較的若い会員を該当者としており、

新人賞的な位置づけをしております）に該当する会員の

方を、ご推薦下さるようお願い致します。昨年は、1 名

の先生方が受賞されております。各部部長・各委員会委

員長および各ブロック長の方々は、一人でも多くの推薦

をよろしくお願い致します。表彰は5月に開催予定の『平

成24年度第1回 熊本県理学療法士協会総会』におきま

して、行われますので、本年4月末日までに、ご推薦下

さるようお願い致します。 

また、「かくどけい100号」にて、平成23年度新規入

会の会員さまを対象とした「表彰に関するデータ入力」

ならびに、2 年に 1 度実施しております、全会員さまを

対象とした「表彰に関する資料データの更新」を依頼し

ましたが、データ入力いただいた会員方が少ないようで

す。改めて、「かくどけい100号」をご覧になり、「表彰

に関する資料データの入力・更新」をお願い致します。 

 

＜推薦書提出および問い合わせ先＞ 

〒869-0502 宇城市松橋町松橋1445番地1 

宇賀岳病院 リハビリテーション部 

℡：0964-32-3111（内線：695） 

E-mail：ugadake-rihashien@reimeiki.jp 

担当：山下 智弘 

 

 

 

 

Ｈ23年12月13日（火）19：00～ 事業部会議へ参加 

場所：菊南病院    参加者：草野 

内容：平成24年度第10回くまもと「ＰＴあ！(ピタ)」

っと健康講座の準備 

開催日：平成24年8月5（日） 

【確認事項】 

・今後のタイムスケジュール 

・準備事項での責任者の決定 

・宣伝部の関わり方 

  ポスター掲示（5月～8月） 

  パンフの郵送先（高校・医療系の養成校） 

  地域（熊本市内及びその周辺） 

  ※宣伝部との連絡者（事業部：山部氏） 

○次回の会議開催日：Ｈ24年1月24日（火） 

○次回の会議開催場所：菊南病院 

 

 

法人事業審議委員会 委員長 大籠 安男

新年明けましておめでとうございます。 

新年を迎え、仕事にプライベートに新しい目標を掲げ、

取り組まれている方も多いのではないでしょうか？  

私の職場では、年末にスタッフルームにある 24 台の

デスク、その上に積み重なった書類の山を一掃。個人的

に今年掲げた目標達成に向け、とてもすがすがしい気持

ちで一年のスタートをきることができました。今年も良

い年になりそうです。 

さて、当委員会の昨年の活動として、6 月に全国理学

療法士協会代議員総会（6 月開催）の資料をまとめ、会

長並びに5名の代議員へ報告いたしました。その他8月・

9月・11月に会議を開催しております。 

我々が所属する日本理学療法士協会の動向として、協

会組織の抜本的改訂、包括的管理システム、生涯学習シ

ステムの見直し、戦略的広報、訪問リハステーション、

平成24年度診療報酬・介護報酬同時改訂…等々、重要案

件が山積している状況下、“闘える組織化”を進めてあ

ります。そして、今年度公益社団法人の申請がとおり平

成 24 年度より“公益社団法人日本理学療法士協会”が

誕生します。さらに国民利益への責務を担うこととなり

ます。我が熊本県理学療法士協会も同様に、現在公益法

人認可取得のため会長並びに担当理事の先生方で取り組

まれています。 

“公益法人化”皆さんはどのように捉えています

か？ 
宣 伝 部    部長 草野 隆夫 

広い視野と志を持って、目の前の小さなことを行なっ

ていく事も必要だとおもいます。 

皆で当協会を盛り上げて行きましょう！！ 

今年も宜しくお願いいたします。 

 

 

 

 

事 業 部    部長 保田 佳史 

あけましておめでとうございます。 

事業部では本年度の事業を終了し来年度に向けて準

備を進めています。来年度は『くまもと「PTあ!（ピタ）

っと」健康講座』が第10回目ということで普段よりも力

を入れて準備を進めております。皆様に様々な協力を依

頼することになると思いますがその際にはよろしくお願

いいたします。詳細がきまりましたらまた「かくどけい」

にてお知らせいたします。 

 

mailto:ugadake-rihashien@reimeiki.jp
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『臨床実習で学ぶべきもの、 

          伝えるべきもの』 

 

 私自身、理学療法士の養成校教員として

19 年目を迎えた今年も、最終学年の学生が

臨床実習を終えて学校へ戻ってきた。約 2

ヶ月間の臨床実習を 2 期間終えた学生達は、

様々な状態で戻ってくる。臨床の場面でい

くつもの経験を積むことで成長を示す学生

もいれば、自らの力不足を実感したり、社

会的に未熟な部分が露呈してしまったりし、

自信を喪失してくる学生などもいる。近年

養成校の急増に伴い、学生の質の低下がい

われている。もちろんそういった部分は

日々の講義の中でも感じられる面もあるが、

最終学年の臨床実習に臨む大部分の学生は、

それぞれ不十分な面は多々あるものの理学

療法士になって社会貢献することを夢見て

いると感じている。 

 そういった学生に対して、以下のような

言葉を実習前に伝えている。「治療、評価の

個々の技術や理学療法をすすめる上での思

考を学ぶだけでなく、実際の臨床場面で、

自分の理想とする理学療法士をみつけなさ

い。」という言葉である。臨床場面で学生の

指導をお願いしている理学療法士の方には

申し訳なく感じる面もあるが、学生が臨床

で学ぶ 4 ヶ月足らずで、理学療法士として

の技術が高まったり、理学療法士としての

思考が深まることはわずかなものだと思っ

ている。それよりも理学慮法士としてどの

ような姿勢で業務に向き合うことが重要な

のか、理学療法士としての業務のおもしろ

さや難しさはどこにあるのかなどを感じ取

ることが重要だと思っている。学生自身が

理想とする理学療法士に出会うことで理学

療法士として進むべき方向を気付きさえす

れば、技術や思考能力を向上させる行動に

つながり、それらは経験に伴って高まって

くると思っている。私自身もそうであった

が、新人で入職した理学療法士であっても

わずか 4 ヶ月足らずで技術、思考が飛躍的

に向上するとは考えにくく、日々の業務の

積み重ねによってのみ向上するものと考え

ているからである。 

 一方、臨床場面で実習指導いただく理学

療法士の方には、これまで教員と学生とい

う関係を持った方々にも多く協力を頂いて

いる。日々の忙しい業務の中での指導で、

大変恐縮しているが、それらの理学療法士

の方々にもよく伝えていることがある。そ

れは「学生を指導するときは自分が持って

いる全てを教えようと一生懸命にならなく

ても構わない。ただ一生懸命に患者の治療

に向き合ってる姿は学生に見せてほしい。」

とお願いしている。言葉だけとらえると養

成校の教員がそんなことを言っていいのか

とおしかりを受けるかもしれないが、理学

療法士の方が持っている技術や思考能力は、

それぞれの経験の中で積み上げられてきた

ものであり、その全てを学生が理解するこ

とは、指導していただく理学療法士の方と

同様の経験を積まなくては理解できないも

のと感じている。しかし私自身も経験があ

るが、自分が知っていることを学生にも理

解してほしいと望んでしまう。もちろんう

まくいくこともあるが、患者の治療に携わ

る上で「これも知っていた方が良い。あれ

も知っておいた方が良い。」となると学生に

よっては消化不良を起こしてしまうことが

ある。そういった場合、私自身「こんなに

一生懸命教えているのに、なぜ学生は理解

できないんだ。」と考えてしまったこともあ

る。冷静に考えると自分自身が何年かの経

験で理解できたものを、学生が数週間で理

解してしまうと立場がなくなるのだが。 

理学療法教育の中で、技術を高め、思考

を深めていくことは重要であるが、細部だ

けにとらわれすぎず、広い視野で先達は後

進の旗印となり、反対に後進は先達を目指

すべきではないだろうか。こういったこと

も理学療法士にとって必要なことだと感じ

ている。 

  ( 大阪 No.228 ) 

 

  



 

 

 

 

『第 33 回九州理学・作業療法士 

合同学会に参加して』 

 

朝日野総合病院  京極 大樹 

 

11 月 19・20 日に小倉にて開催された第 33 回九州理

学療法士・作業療法士合同学会に参加しました。今回

九州新幹線での当日入りであいにくの空模様でしたが、

JR小倉駅から会場の北九州国際会議場からは屋根付き

の通路があり、雨に降られることなく会場入りできま

した。駅からの距離も短く、アクセスの良さを感じま

した。駅の出口には見上げると合同学会の大きな看板

があり、学会ムードを盛り上げてくれます。受付を終

えしばらくすると、400 年の歴史を持つ小倉祇園太鼓

によるオープニングセレモニーが始まりました。非常

に大きな太鼓の音とダイナミックな踊りに思わず見入

ってしまいました。 

私の発表は 2 日目のため、初日は基調講演や特別講

演、市民公開講座を中心に拝聴しました。基調講演で

は衆議院議員で日本理学療法士協会理事の山口和之先

生の講演で、東日本大震災での活動や日本における医

療・介護制度の状況を海外の事例と合わせて紹介され、

今後の社会保障と PT・OT の役割、展望について熱く語

っていただきました。午後からは九州大学病院の細井

昌子先生の「心と体の治療学」を聞きました。 

我々が臨床の場で遭遇する慢性疼痛を心理学的視点

で読み解き、治療介入するといったアプローチについ

てわかりやすく説明して頂きました。慢性疼痛患者の

抱える全人的苦悩に目を向け、背景の心理的葛藤や否

定的感情の言語化を促しながら立体的に患者を診察し、

対処・サポートしていくといった介入手段は、つい目

の前の苦悩に対するアプローチに終始してしまう私に

とって大きな刺激になりました。そして今回の学会で

最も聞いてみたかった市民公開講座の大野勝彦先生の

講演が最後にありました。先生のお名前や作品は以前

から存じていたのですが、直接お話を聞く機会は初め

てだったので大変楽しみでした。両手を失った悲しみ

からの復帰と現在に至る活動についてユーモアを交え

て面白おかしく語られる先生の懐の深さに感銘しまし

た。 

 2 日目、セッション 33 地域リハビリテーションにて

口述発表を行いました。聴講者も多く、地域リハへの

関心の高さを伺えました。当院で取り組んでいる家屋

調査・退院前訪問指導への訪問リハ部門の関わりにつ

いて発表しました。フロアからの質問もあり、一安心

しました。専門学校の頃の友人とも久しぶりに出会い、

非常に充実した 2 日間になりました。次回は長崎、そ

して再来年は熊本での開催です。皆様も振るって学会

参加し、交流を深めましょう！ 

 

『第 33 回九州理学・作業療法士 

合同学会に参加して』 

 

水前寺とうや病院  岩﨑 大輔 

 

 平成 23 年 11 月 19・20 日に北九州市で開催された第

33 回九州理学・作業療法士合同学会に参加し、ポス 

ター発表を行いました。 

発表は学生の卒業論文以来で、ましてや他の病院・

施設の先生方の前での発表なので、日が近づくにつれ

て緊張が増し、「やっぱやめとけばよかった」と不安に

駆られました。また、発表当日はセッションの最後の

発表だった為、前の先生方の発表を聞いてもなかなか

頭に入らず、緊張が増すばかりでした。事前の模擬発

表では、比較的原稿を見ずに流れも良く、言いたい事

をしっかり言えましたが、いざ本番となると緊張のあ

まり頭が真っ白になり、ほとんど原稿を見て詰まりな

がらの発表でした。何を言っているのか判らず、汗を

かきまくりました。しかし発表を終えると、質問・ア

ドバイスだけでなく、自分の研究に興味を持ち、「面白

い研究ですね」「もっと研究を深めてまた別の学会で会

いましょう」など言って頂けてすごく嬉しかったです。

また、免許を取り２年足らずの自分の発表が、今後の

リハに何かしら貢献できているような感じがしました。 

今回の研究結果やその考察を行う中で多くの事を学

習し、さらに多くの方々にアドバイスを頂きました。

自分だけでは気付かなかった事を色々教わり、とても

勉強になりました。今後も今回の研究テーマを継続す

るだけでなく、他の分野においても研究を行い、多く

の学会で発表していきたいと思っています。 

 付け加えて、学会公演の先生方が共通して言われて

いた事は、『どんな人でも将来は必ず障害を持つ』とい

う事でした。また、大野勝彦先生の話の中では、患者

様の要望を「危険だから、危ないから」と治療者が限

界を決め、諦めているという現状があったと言われて

いました。実際医療の現場に立ち、リハを行っていく

中でこのような事は多いと思います。私たちは患者様

が良くなる為に色々な方向からアプローチを行い、関

わった方々に情報を提供する事が役割だと考えます。

患者様がより良く社会復帰できる為に、私はもっと

色々な知識や技術を身に付け、もっと患者や家族の身

になって考えていかなければいけないと感じました。 

 今回の学会を通じ、発表準備や発表時の大変さ、発

表後の達成感、多くの先生方からの温かい言葉、公演

の先生方からの普段聞けない貴重なご意見や体験談な

ど、多くの事を実感・体感し仕事だけでは学べない事

や発表する事の大事さなど多くの事を学びました。今

後この学会参加を期に、学んだ事を少しでも多く取り

入れたリハを積極的に行い、患者や家族に対して「生

きがい」ある社会復帰ができるようにサービス提供を

していきたいと思います。 
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